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参道で色づく木々に歓声を上げる園児参道で色づく木々に歓声を上げる園児

　下原保育園の園児35人が11月17
日、景勝中山七里の古

こさつ

刹「玉
ぎょくりゅう

龍寺
じ

」
(金山町中切)を訪れました。園児た
ちは、色づきだした紅葉、大銀

いちょう

杏の
葉が舞う山門で鮮やかな秋の色つ
かいに目をうばわれていました。

秋の色、み～つけた！
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最
近
の
国
際
化
の
進
展
に
は
目
覚

し
い
も
の
が
あ
り
、
地
方
で
も
常
に
国

際
化
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
呂
市
誕
生
前
か
ら
、
萩
原
町
は
米

国
フ
ロ
リ
ダ
州
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
市
、
小

坂
町
は
ブ
ラ
ジ
ル
サ
レ
ゾ
ポ
リ
ス
市
、

カ
ナ
ダ
ア
ル
バ
ー
タ
州
ベ
ー
ガ
ビ
ル

市
、
下
呂
町
は
ブ
ラ
ジ
ル
岐
阜
県
人
会

と
韓
国
の
儒ゆ
そ
ん城

市
、
金
山
町
で
は
、
米

国
ア
ラ
ス
カ
州
ケ
チ
カ
ン
市
、
馬
瀬
村

で
は
カ
ナ
ダ
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ

ア
州
ラ
ン
グ
レ
ー
市
と
中
学
生
の
海
外

派
遣
事
業
を
軸
に
、
国
際
交
流
を
行
い

国
際
感
覚
豊
か
な
人
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

下
呂
市
で
は
、
過
去
の
交
流
経
緯
を

検
討
。
交
流
が
熟
し
て
い
る
米
国
ケ
チ

カ
ン
市
と
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
市
と
今
年
、

姉
妹
都
市
の
締
結
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
小
坂
と
馬
瀬
の
中
学
生
カ

ナ
ダ
研
修
は
、
行
き
先
を
カ
ナ
ダ
の
ア

ル
バ
ー
タ
州
ボ
ン
ア
コ
ー
ド
市
の
学
校

に
変
更
。
こ
れ
ま
で
の
学
年
全
員
派
遣

か
ら
、
萩
原
、
金
山
地
域
と
同
じ
選
抜

派
遣
に
改
め
実
施
さ
れ
ま
す
。

カ
ナ
ダ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
韓
国
と
の

交
流
に
つ
い
て
は
、
国
際
事
情
、
財
政

事
情
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
さ
ら
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

国
際
感
覚
の
あ
る

　
　
　
　

人
づ
く
り

本音で語れる本音で語れる
豊かな人づくり豊かな人づくり

国際交流で
下呂市　　　 再発見
　国際交流は、言葉や文化、風習などが
異なる国との間で人々の触れ合いや、情
報、知識の交換などを通じて、お互いを
理解し合ったり、協力し合ったりするこ
とです。
　今月号では、下呂市の国際交流の現状
を中学生派遣事業を中心にお伝えします。

いいとこいいとこ

自作の教材を使いながら楽しく英語を教えるＡＬＴトニーさん（金山小で）自作の教材を使いながら楽しく英語を教えるＡＬＴトニーさん（金山小で）

ペンサコーラ市の老人施設での１コマペンサコーラ市の老人施設での１コマ

英語だけでなく米国の文化を紹介するＡＬＴケアリーさん（金山小で）英語だけでなく米国の文化を紹介するＡＬＴケアリーさん（金山小で）

子どもたちはスゴイ。子どもたちはスゴイ。

すぐに仲良し。すぐに仲良し。
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下呂市中学生

が派遣される

まちの紹介

アメリカ合衆国
アラスカ州ケチカン市

カナダ

アルバータ州ボンアコード市

アメリカ合衆国
フロリダ州ペンサコーラ市

　アラスカ州最南端、カナダとの国境に近いケチカン市

は、ミスティフィヨルド国定公園を有する自然豊かなま

ちです。海洋性気候に属し、アラスカ州で最も冬が温く、

夏は涼しく雨が多いところです。夏期の気温は10.6 ～

18.3度、冬期はマイナス1.7 ～プラス3.9度。年間平均降雨

量は4,050ミリと雨の日が非常に多いまちです。

　雨を気にしていては何もできないと、傘もささずレイ

ンパーカーのようなもので歩く光景が見られるほどです。

　昭和 62 年から始まった旧金山町の派遣事業。初回は小

中学生ら 19 人がケチカン市を訪ねました。これまでの交

流で金山から約 300 人、ケチ

カンからは約 400 人が訪れ交

流を深めてきました。

 　ボンアコード市のあるアルバータ州は日本で言え

ば北海道のような気候です。春になるとすぐに夏が

やってきて、9月中旬には秋風が吹き、11月には冬の

たたずまいを見せ始めます。1885年に大陸横断鉄道

が完成してから、目覚ましく発展。農業や牧畜が盛ん

に行われ、かつては農業州として発展してきましたが、

1914年に最初の油田が発見されると、州内に石油ブー

ムが起こり、それらの豊かな

地下資源が、カルガリーやエ

ドモントンを近代的なビルが

立ち並ぶ大都市へと急速に変

えました。ボンアコードはエ

ドモントンの北に位置し豊か

な自然のアウトドア天国です。

　今年、初めて小坂中生徒が

訪問しました。

ペンサコーラ市は、フロリ

ダ州エスカンビア郡に位置し

ます。人口は約 56,000 人。エ

スカンビア郡の郡庁所在地です。メキシコ湾に臨み白い

砂浜が有名なフロリダ有数のリゾート地です。

ペンサコーラには、アクロバット飛行チームブルーエ

ンジェルスの本拠地でありアメリカ海軍航空博物館を擁

する有数のアメリカ海軍航空基地のあるまちです。

　また、ペンサコーラは、歴史的にスペイン、フランス、

英国、南部連合、現アメリカ合衆国の 5つの国家（地域）

に属したことから「五旗の街」と呼ばれています。

　ペンサコーラ市への旧萩原町の派遣事業は、平成５年

度から中学生を対象に始まり、これまでに 350 人が派遣

され約 200 人のペンサコーラ市民を受け入れ、交流の輪

を広げてきました。

カナダ

メキシコ太平洋

アメリカ合衆国

アメリカ
合衆国

アラスカ州
ケチカン市

フロリダ州ペンサコーラ市

アルバータ州
ボンアコード市

姉妹都市

姉妹都市



　

金
山
町
と
ケ
チ
カ
ン
市
の

交
流
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
よ

う
と
昭
和
63
年
、
町
民
の
手

に
よ
っ
て
金
山
ケ
チ
カ
ン
・

国
際
交
流
協
会(

現
金
山
町
国

際
交
流
協
会)

が
立
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
交
流
協
会
の
役
目

は
、
下
呂
市
役
所
と
ケ
チ
カ

ン
市
と
の
協
議
や
交
流
を
よ

り
円
滑
に
す
る
た
め
の
潤
滑

油
で
あ
り
、
そ
う
な
る
よ
う

努
め
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

交
流
事
業
は
両
市
民
の
も

の
で
す
が
、
な
か
で
も
下
呂

市
は
も
ち
ろ
ん
、
ケ
チ
カ
ン

の
子
ど
も
た
ち
が
主

役
で
す
。

　

昨
年
、
こ
れ
ま
で

の
交
流
成
果
を
確
か

め
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

金
山
、
ケ
チ
カ
ン
で

携
わ
っ
て
き
た
人
々

を
対
象
に
行
い
ま
し

た
。
２
つ
の
国
の
人
々

の
反
応
に
は
多
少
の

差
は
あ
り
ま
す
が
、
子

ど
も
を
送
っ
た
家
族
、

迎
え
た
家
族
と
も
に

た
い
へ
ん
良
か
っ
た

と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
派
遣
を

通
じ
て
た
く
ま
し
く
な
っ
た
、

進
路
や
自
国
の
文
化
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
た
、
自
己
主
張
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
英
語
を

が
ん
ば
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど

で
す
。

　

交
流
協
会
の
具
体
的
な
活
動

は
、
ケ
チ
カ
ン
か
ら
一
行
を
歓

迎
す
る
行
事
を
市
と
協
力
し
な

が
ら
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
、

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
を
開
き

住
民
が
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導

助
手
）
な
ど
と
の
交
流
で
き
る

行
事
を
開
く
こ
と
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
じ
め
ケ

チ
カ
ン
と
の
交
流
は
、
ト

ニ
ー
・
波
多
野
・
ウ
ォ
レ
ー

ル
さ
ん
と
ケ
ア
リ
ー
・
ア
レ

ン
さ
ん
は
じ
め
こ
れ
ま
で
の

Ａ
Ｌ
Ｔ
や
こ
の
交
流
が
縁
で

金
山
に
お
嫁
に
来
た
大
島
・

シ
ャ
ン
ド
ラ
ー
さ
ん
た
ち
の

献
身
的
な
尽
力
が
あ
っ
て
の

こ
と
で
す
。

　

昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
か
ら
は
、
ケ
チ
カ
ン
の
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私
は
、
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
市

へ
の
第
1
回
中
学
生
派
遣
メ

ン
バ
ー
と
し
て
海
外
研
修
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
が
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
市

へ
行
っ
て
か
ら
12
年
が
経
ち

ま
す
が
、
あ
の
時
の
感
動
は

今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。
あ
の
時
の
経
験
が

そ
の
後
の
私
に
と
っ
て
の
大

き
な
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

中
学
生
の
私
だ
っ
た
か
ら

こ
そ
文
化
の
違
い
、
言
葉

の
違
い
を
乗
り
越
え
て
、

素
直
に
見
て
感
じ
ら
れ
た

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
時
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
だ
っ
た
ラ
ン
グ
フ

ォ
ー
ド
さ
ん
一
家
と
は
現

在
で
も
交
流
が
あ
る
こ
と

は
、
こ
の
研
修
の
も
っ
と

も
大
き
な
財
産
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
海
外
研

修
を
通
し
て
、「
百
聞
は

一
見
に
如し

か
ず
」
と
い
う

諺こ
と
わ
ざの

通
り
、
実
際
に
行

っ
て
肌
で
感
じ
る
こ
と
は
、
何

物
に
も
変
え
難
い
こ
と
だ
と
強

く
思
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
外
国

で
そ
の
国
の
こ
と
を
知
ろ
う
と

す
る
こ
と
は
同
時
に
、
自
国
日

本
の
こ
と
を
今
ま
で
に
な
か
っ

た
別
の
視
点
か
ら
見
つ
め
直
す

よ
い
機
会
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た
。

ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
市
と
の
交

流
の
中
で
、
中
学
生
自
身
が
多

く
の
感
動
を
得
る
だ
け
で
は
な

海
外
研
修
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　

今
枝
磨ま

み美
さ
ん
（
26
）萩
原
南
中
出
身

国
際
教
育
交
流
は
「
米
百
俵
」

金
山
町
国
際
交
流
協
会
会
長　

河
尻
和
憲
さ
ん

平成1 0 年、ラングフォードさん家族来日時の１コマ平成1 0 年、ラングフォードさん家族来日時の１コマ

平
成
平
成
1515
年
か
ら
会
長
を
務
め
る
河
尻
さ
ん

年
か
ら
会
長
を
務
め
る
河
尻
さ
ん
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下
呂
市
の
中
学
生
派
遣
事
業
は
、 ケ
チ
カ
ン
、
ペ
ン
サ

コ
ー
ラ
、ボ
ン
ア
コ
ー
ド
の
そ
れ
ぞ
れ
の
派
遣
団
の
定
員

３
分
の
２
は
従
来
の
地
域
枠
か
ら
、残
り
の
３
分
の
１

は
、そ
れ
以
外
の
中
学
校
か
ら
も
参
加
で
き
る
ス
タ
イ
ル

に
改
め
ら
れ
ま
す
。派
遣
団
は
事
前
の
研
修
で
、現
地
で

披
露
す
る
日
本
文
化
や
日
常
英
会
話
を
学
び
ま
す
。

　

ま
た
誰
の
助
け
も
な
い
異
国
の
地
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
は
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
試
練
と
な
り
ま
す

が
、
こ
の
先
の
人
生
に
と
っ
て
何
に
も
代
え
難
い
財
産

と
な
る
は
ず
で
す
。
海
外
派
遣
事
業
が
、
国
際
観
光
都

市
「
下
呂
」
に
結
び
つ
く
の
は
い
さ
さ
か
短
絡
的
で
す

が
、
国
際
感
覚
、
英
語
の
上
達
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

求
め
ら
れ
る
現
代
で
は
、
こ
の
経
験
が
大
き
な
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
生
徒
た
ち
の
人
生
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
私
た
ち
市
民
の
努
力
し
だ
い
で
、
外
国
人
と

の
交
流
機
会
も
増
え
、
人
生
で
経
済
面
で
好
機
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

中
学
生
海
外

　
　

派
遣
事
業
の
今
後

く
、
私
た
ち
の
町
萩
原
町
を
外

か
ら
見
直
し
、
よ
り
よ
い
町
づ

く
り
の
一
つ
の
き
っ
か
け
に

す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ラ

ン
グ
フ
ォ
ー
ド
さ
ん
一
家
は
、

家
族
全
員
我
が
家
を
訪
問
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

現
在
で
は
電
子
メ
ー
ル
の

や
り
と
り
で
、
よ
り
身
近
に
連

絡
を
取
り
合
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
こ
の

交
流
を
続
け
、
下
呂
市
と
ペ
ン

サ
コ
ー
ラ
市
と
の
今
後
の
交
流

に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

関
係
者
だ
け
で
な
く
金
山
地
域

に
住
む
ア
ジ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
な

ど
の
外
国
人
に
も
参
加
を
呼
び

か
け
会
を
開
く
よ
う
に
し
ま
し

た
。
彼
ら
に
と
っ
て
ク
リ
ス
マ

ス
は
と
て
も
神
聖
な
も
の
で
す
。

こ
の
行
事
を
企
画
し
た
こ
と
で
、

私
た
ち
も
異
国
文
化
を
学
び
、

彼
ら
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

町
村
合
併
も
あ
り
、
財
政
的

に
も
厳
し
い
時
で
す
が
中
学
生

派
遣
事
業
に
代
表
さ
れ
る
国
際

交
流
は
、
※
「
米
百
俵
」
の
理

念
そ
の
も
の
で
す
。

　

長
く
続
い
て
来
た
交
流
の
火

を
消
さ
な
い
よ
う
続
け
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

※
米
百
俵

　

 

明
治
初
期
、
戊
辰
戦
争
で
焼
け
野
原
と
な
っ

た
長
岡
城
下
に
、
三
根
山
藩
か
ら
見
舞
い
の
米

百
俵
が
贈
ら
れ
た
。
長
岡
藩
の
大
参
事
・
小
林

虎
三
郎
は
、
こ
の
米
を
藩
士
に
配
分
せ
ず
売
却
、

国
漢
学
校
の
資
金
と
し
た
。

「
厳
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ
、
次
代
を
担
う
人
材

育
成
が
大
切
」
の
意
。

『英語を楽しく』市内の小中学校で活躍の
ＡＬＴ（外国語指導助手）の皆さんを紹介します。
楽しくコミュニケーションをとる秘訣を話してもらいました

アンソニー・ビオンドリロさん
(25) アメリカ合衆国

皆、話かけようとする努力
が伝わります。私もがんば
る、皆もがんばって！

ニコラス・ジェレミー・アサドさん
(26) カナダ

私も日本語を勉強中です。
簡単な言葉でどんどん話し
かけて！

トニー・波多野・ウォレールさん
(41) アメリカ合衆国

どんどん間違えてください。
どうぞ話しかけてください。

　ケアリー・アレンさん
(40) アメリカ合衆国

散歩が好きです。あいさつ
だけで気持ちがいいです。
もっとあいさつ交わしたい。

カトリーナ・フサコ・ダトーさん
(24) アメリカ合衆国

日本語話せます。英語が間
違っていても気にしません。
どうぞ話しかけてください。

マーカス・ジェームス・レスリーさん
(28) ニュージーランド

ささいな英語でよいので話
しかけてくれたらうれしい。
日本語ではゆっくりね！

アンドリュー・メイヤー・カドリックさん
(23) アメリカ合衆国

私たち外国人と共通な部分
を探してください。もっと
身近な存在になりますよ。

ウェラン・カウウェンさん
(28) アメリカ合衆国

「郷に入っては郷に従え」互
いの文化を理解し合えたら
すばらしい！

スザンナ・ギボニさん
(21) アメリカ合衆国

皆、親切。もう少しゆっく
り話してくれたらうれしい。
もっと日本語覚えたい！

金山小坂萩原

金山下呂萩原

馬瀬下呂萩原
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会　計　名 予 算 額 収入済額 支出済額

国 民 健 康 保 険 3,896,283 1,960,942 1,426,007

老 人 保 健 医 療 4,612,860 2,040,698 1,994,395

介 護 サ ー ビ ス 821,996 368,598 344,010

介 護 保 険 2,507,076 976,289 828,635

簡 易 水 道 994,600 404,006 368,496

下 水 道 4,180,140 923,814 1,218,949

小 坂 診 療 所 393,896 177,551 170,487

Ｃ Ａ Ｔ Ｖ 放 送 74,920 42,980 34,307

Ｃ Ａ Ｔ Ｖ 通 信 31,366 16,354 8,714

財　産　区（下呂） 17,195 8,775 2,784

財　産　区（竹原） 804 794 0

財　産　区（上原） 1,345 338 100

財　産　区（中原） 3,812 3,788 348

財　産　区（金山） 10,704 10,693 27

財　産　区（下原） 7,449 4,346 635

財　産　区（東） 250 249 1

（単位：千円）

区　　分 予算額 収支済額

収益的
収入 265,453 143,139

支出 252,605 48,988

資本的
収入 21,757 22,125

支出 133,829 45,163

（単位：千円）○水道事業

区　　分 予算額 収支済額

収益的
収入 343,980 149,822

支出 338,919 134,208

資本的
収入 15,876 0

支出 40,518 12,469

（単位：千円）○下呂温泉合掌村事業

区　　分 予算額 収支済額

収益的
収入 1,428,000 679,901

支出 1,428,000 686,705

資本的
収入 27,219 13,197

支出 101,219 40,995

（単位：千円）○金山病院事業

区　　分 基　金　名　称 ９月末現在高

一 般 会 計

財 政 調 整 基 金 3,294,947

減 債 基 金 930,934

その他の特定目的基金 3,323,167

積立基金　小計 7,549,048

土 地 開 発 基 金 273,415

その他の定額運用基金 218,323

運用基金　小計 491,738

一般会計　計 8,040,786

特 別 会 計

積 立 基 金 1,720,924

運 用 基 金 8,500

特別会計　計 1,729,424

合　　　　計 9,770,210

（単位：千円）

区　　　　分 ９月末現在高

一 般 会 計 21,836,337

介 護 サ ー ビ ス 686,032

簡 易 水 道 5,411,903

下 水 道 22,618,168

小 坂 診 療 所 668,492

上 水 道 528,068

金 山 病 院 226,739

計 51,975,739

（単位：千円）

区　　分 ９月末現在髙

　土　地（㎡） 1,791,329

　建　物（㎡） 299,842

　山　林（㎡） 51,002,168

　有価証券（千円） 99,260

　出資金（千円） 156,932

市有財産の状況市有財産の状況市有財産の状況
言葉の説明

市　債…公共施設の建設など、市が一度に多額

の出費を必要な場合に認められる長期

の借入金で、その返済を長期間分割す

ることにより、市の財政負担を平均化

し、世代間の住民負担を公平にすると

いう役割も果たしています。

公債費…借り入れた市債の返済に充てる経費で、

元金の返済金とその利息のことです。

いわゆる借金の返済費用です。

財政状況



７

下呂市の“台所事情”
市では、毎年 6月と 12月に財政状況を公表します。今回お知らせ市では、毎年 6月と 12月に財政状況を公表します。今回お知らせ
するのは、平成 17年度上半期（4月 ~9月）の予算の執行状況とするのは、平成 17年度上半期（4月 ~9月）の予算の執行状況と
基金や市債の現在高などです。数値は平成17年9月30日現在です。基金や市債の現在高などです。数値は平成17年9月30日現在です。

予算額

収入済額

歳入予算額
215億0,396万7千円
収入済額
100億3,978万3千円
（執行率46.7％）

予算額

支出済額

歳出予算額
215億0,396万7千円
支出済額
80億9,698万4千円
（執行率37.7％）

市の貯金

市の借金

市の貯金

市の借金

市の貯金

市の借金うち、３月末までに使ったお金は

  80億969８万円
うち、９月末までに使ったお金は

  80億969８万円

１７年度の予算は（一般会計）

215億0,396万円
１７年度の予算は（一般会計）

215億0,396万円

一般会計の状況一般会計の状況

10億５億５億 15億 25億 60億20億 50億10億15億20億25億30億35億40億 70億

民 生 費

総 務 費

公 債 費

土 木 費

農林水産業費

教 育 費

衛 生 費

消 防 費

商 工 費

議 会 費

災害復旧費

そ の 他

地方交付税

市 税

市 債

県支出金

国庫支出金

繰 入 金

繰 越 金

使用料及び手数料

地方消費税交付金

諸 収 入

地方譲与税

分担金及び負担金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

そ の 他

予算額 （執行率） 予算額（執行率）

（74.9％）

（50.8％）

（0.7％）

（12.1％）

（100.0％）

（17.1％）

（46.7％）

（50.9％）

（30.0％）

（36.2％）

（88.2％）

（0.1％）

69億3,572万9千円

49億4,021万9千円

26億5,640万円

14億6,581万円

12億8,599万4千円

（74.9％）

（37.7％）

（42.0％）40億5,879万8千円

（49.0％）30億2,257万6千円

（28.8％）23億7,412万4千円

（25.0％）27億1,515万7千円

（38.5％）

（42.0％）18億2,976万2千円

（25.3％）17億9,565万7千円

（57.7％）

18億0,673万6千円

（37.7％） （50.8％）

（100.0％）

（0.7％）

（12.1％）

（100.0％）

（17.1％）

（46.7％）

（50.9％）

（30.0％）

（36.2％）

（37.2％）

（0.1％）

（26.7％）

（100.0％）

（28.6％）

69億3,572万9千円

30億4,560万2千円30億4,560万2千円

（42.0％）40億5,879万8千円

（49.0％）30億2,257万6千円

（28.8％）23億7,412万4千円

（25.0％）27億1,515万7千円

（38.5％）

（42.0％）18億2,976万2千円

（25.3％）17億9,565万7千円

（57.7％）5億7,135万7千円

（47.5％）1億7,336万円

（98.5％）7,163万1千円

（0.0％）3,920万7千円

49億4,021万9千円

26億5,640万円

14億6,581万円

8億9,969万1千円

12億6,059万円12億8,599万4千円

5億1,015万3千円

4億3,000万円

4億0,454万9千円

4億0,002万2千円

2億5,591万円

9億2,227万9千円

1億4,300万円

1億2,592万8千円

1億2,828万3千円

１人あたり

20万円

１人あたり

55万円

※金額は予算額

18億0,673万6千円

一般会計
（平成17年９月末
 下呂市人口39,591人）

平成17年度上半期（４月～９月）の財政事情

下呂市の“台所事情”下呂市の“台所事情”
お知らせします

財政状況



Ｊ
Ｒ
下
呂
駅
開
業
75
周
年
を
祝
う

８

下呂市ニュース

　

市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
林
畜
水

産
物
を
地
元
で
消
費
す
る
「
地
産

地
消
」
を
進
め
る
た
め
、
11
月
14

日
、
星
雲
会
館
で
、「
下
呂
市
地

産
地
消
推
進
協
議
会
」
の
設
立
総

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
生
産
者
や
消
費

者
を
は
じ
め
飲
食
店
や
旅
館
、
農

協
な
ど
の
関
係
者
19
人
で
構
成
さ

れ
、
会
長
に
は
山
田
良
司
市
長
が
、

副
会
長
に
は
旅
館
代
表
の
神
田
哲

夫
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
内
の
食
料
自
給
率
向

上
を
目
指
し
、
農
産
物
の
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
や
食
材
の
品
目
ご
と
の
食

料
自
給
率
と
観
光
客
へ
の
供
給
率

調
査
、
学
校
給
食
な
ど
の
へ
の
地

元
食
材
の
供
給
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
し
、
地
産
地
消
の
具
体
的
な

方
策
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
　
【
農
林
振
興
部
農
林
振
興
課
】

　

県
道
下
呂
小
坂
線
の
少
ヶ
野
ト

ン
ネ
ル
で
、
11
月
７
日
、
自
動
車

事
故
と
火
災
を
想
定
し
た
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
１
月
に
国
道
41
号

「
釣
鐘
洞
門
」で
大
型
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
と
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
衝
突
炎

上
事
故
を
教
訓
に
、
迅
速
な
初
動

体
制
の
確
立
や
関
係
機
関
の
連
携

を
図
ろ
う
と
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。
訓
練
に
は
市
や
県
下
呂
建
設

事
務
所
、
下
呂
警
察
署
、
下
呂
建

設
業
協
会
か
ら
約
60
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

【
下
呂
市
消
防
本
部
】

少
ヶ
野
ト
ン
ネ
ル
で

　
　
　

車
両
事
故
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

地
産
地
消
の
具
体
的
方
策
探
る

下
呂
市
地
産
地
消
費
推
進
協
議
会
を
設
立

事故車両からドライバーを救出する訓練を行う消防署員

開
業
75
周
年
を
祝
い
芸
妓
さ
ん
か
ら

下
呂
駅
長
ら
に
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し

た（
左
）。
鏡
開
き
を
行
う
関
係
者（
下
）

　

Ｊ
Ｒ
下
呂
駅
の
開
業
75
周
年
を

祝
う
記
念
式
典
や
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
、
11
月
５
日
、
駅
前
特
設
会
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
駅
は
昭
和
５
年
11
月
２
日
に

開
業
以
来
全
国
か
ら
の
観
光
客
輸

送
に
大
き
く
貢
献
。
年
間
17
万
人

の
宿
泊
客
を
は
じ
め
、
日
帰
り
観

光
客
や
通
勤
通
学
客
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

記
念
式
典
は
市
観
光
客
特
別
誘

致
対
策
協
議
会
が
主
催
。
列
車
の

到
着
に
あ
わ
せ
て
下
呂
温
泉
龍
神

太
鼓
で
観
光
客
を
お
迎
え
し
、
芸

妓
さ
ん
が
丸
山
洋
充
下
呂
駅
長
ら

に
花
束
を
贈
呈
。
関
係
者
に
よ
る

鏡
開
き
に
続
き
、
地
酒
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

Ｊ
Ｒ
東
海
主
催
の
「
さ
わ
や
か

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ

１
４
５
０
人
が
参
加
。
ま
た
東
海

ラ
ジ
オ
の
公
開
生
放
送
も
行
わ
れ
、

駅
周
辺
は
大
勢
の
観
光
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
【
観
光
商
工
部
観
光
課
】



９

下呂市ニュース

　

下
呂
市
御
厩
野
地
内
で
平
成
15
年
か
ら
３

年
間
の
計
画
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
岐
阜
県

指
定
史
跡
・
鳳
慈
尾
山
大
威
徳
寺
跡
発
掘
調

査
が
ほ
ぼ
終
了
。
11
月
５
日
、
現
地
で
発
掘

調
査
の
成
果
を
市
民
に
紹
介
す
る
現
地
説
明

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

大
威
徳
寺
は
、
約
８
０
０
年
前
の
鎌
倉
時

代
に
建
立
さ
れ
、
創
建
当
時
は
、
本
堂
や
塔
、

山
門
な
ど
を
備
え
た
大
寺
院
で
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
格
的
な
調
査
は
初
め
て
で
、
寺
院
の
範

囲
の
確
認
を
主
目
的
に
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
度
ま
で
に
寺
院
中
心

部
の
本
堂
の
建
物
跡
や
石
段
、
築
地
塀
、
排

水
溝
な
ど
の
遺
構
や
多
数
の
遺
物
を
発
見
。

最
終
年
度
で
は
、
寺
院
の
区
画
と
考
え
ら
れ

る
石
積
み
な
ど
を
発
見
し
、
寺
院
の
範
囲
は

本
堂
跡
を
中
心
に
南
北
約
２
０
０
㍍
、
東
西

約
１
５
０
㍍
と
予
想
よ
り
も
広
範
囲
に
お
よ

ぶ
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

説
明
会
に
は
、
市
内
外
か
ら
約
１
５
０
人

が
訪
れ
、
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
発

掘
現
場
や
出
土
し
た
土
器
片
な
ど
の
遺
物
を

熱
心
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
３
年
間
の
ま
と
め
と
し
て
の
報

告
書
を
作
成
し
、
今
後
遺
跡
を
ど
の
よ
う
に

保
護
し
て
い
く
の
か
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
に

整
備
し
て
い
く
の
か
を
、
具
体
的
に
考
え
て

い
く
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
【
市
教
委
・
社
会
教
育
課
】

発掘現場で職員から調査結果や出土した
土器片の説明を受ける参加者

　

地
震
に
対
す
る
防
災
意
識
を
高
め
よ
う
と
、
岐
阜

県
と
と
も
に
「
岐
阜
県
地
震
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
下

呂
」
を
、
10
月
28
日
、
下
呂
観
光
会
館
で
開
き
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
市
民
や
県
内
の
自
治
体
関
係
者
な

ど
約
５
０
０
人
が
参
加
。
直
下
型
地
震
の
被
害
の
特
徴

や
防
災
対
策
に
関
す
る
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

岐
阜
大
学
の
杉
戸
真
太
教
授
は
、「
下
呂
市
な
ど
を

走
る
『
阿
寺
断
層
』
は
、
全
国
の
活
断
層
の
中
で
も
発

生
率
が
高
い
グ
ル
ー
プ
に
入
る
。
内
陸
直
下
型
地
震
の

震
源
地
近
く
で
は
、
突
然
強
い
上
下
動
と
横
揺
れ
が
起

き
る
が
、
周
期
は
短
く
大
き
な
被
害
は
限
ら
れ
る
」
な

ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。　
　
　

 【
総
務
部
総
務
課
】

「
阿
寺
断
層
」
に
要
注
意

岐
阜
県
地
震
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
下
呂

　

下
呂
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
研
修
会
が
、

Ｊ
Ａ
下
呂
エ
ー
ピ
ッ
ク
で
開
か
れ
ま
し
た
。
市
内
の

民
生
委
員
児
童
委
員
が
一
同
に
会
す
る
の
は
初
め
て

で
、
84
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
午
前
中
、
全
国
消
費
生
活
相
談
員
協
会

の
谷
則
子
氏
を
招
き
、
訪
問
販
売
、
悪
質
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
な
ど
様
々
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
対
応
に
つ

い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
精
神
保
健

福
祉
士
臼
井
潤
一
郎
氏
が
「
地
域
で
生
活
さ
れ
る
精

神
障
が
い
者
と
の
か
か
わ
り
」
と
題
し
て
講
演
。「
障

が
い
者
も
同
じ
人
間
と
し
て
、
地
域
で
見
守
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
健
康
福
祉
環
境
部
福
祉
課
】

予
想
よ
り
広
範
囲

大
威
徳
寺
跡　

発
掘
調
査
説
明
会

初
の
民
生
・
児
童
委
員
研
修
会

　
　

84
人
の
委
員
が
参
加　

講
演
を
聞
く
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おめでとうございます
■秋の叙勲
☆瑞宝双光章・教育功労

　赤梅昭三さん（少ヶ野）

　昭和 22 年から 42 年間の長
きにわたり小学校教育に携わら
れ、多くの業績をあげられまし
た。また、平成３年から 12 年半、
馬瀬村教育長として教育の振興
に貢献されました。

☆瑞宝双光章・消防功労

　野村博通さん（湯ヶ島）

　昭和 36 年から 41 年間の長き
にわたり消防団業務に精励され
ました。副団長として 12 年、平
成 12 年から２年間団長を務めら
れ、消防団の育成・活性化に貢
献されました。

■岐阜県知事表彰
☆福祉功労〔11 月 28 日付〕

　片田正子さん（焼石）

　廣瀬純子さん（金山町下原町）

　中田幸男さん（馬瀬黒石）

　下谷春光さん（馬瀬数河）

　長年にわたり民生委員・児童委員として社会福祉
の推進に貢献し、民生の安定にご尽力されました。

　

市
で
は
、
一
般
廃
棄
物
の
総

合
的
な
処
理
を
推
進
す
る
た
め

の
計
画
「
下
呂
市
一
般
廃
棄
物

処
理
計
画
」
を
、
来
年
３
月
ま

で
に
策
定
す
る
た
め
、
そ
の
計

画
案
を
策
定
す
る
「
同
策
定
委

員
会
を
、
11
月
８
日
に
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
廃
棄
物
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
る
方
や
、
自
治
会
、

廃
棄
物
処
理
業
者
、
市
公
募
の

方
な
ど
20
人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

▽
飛
騨
地
域
振
興
局
環
境
課
・
杉
山

修
二
▽
同
・
居
波
慶
春
▽
萩
原
地
域

自
治
会
連
合
会
・
今
井
正
保
▽
小
坂

地
域
自
治
会
連
合
会
・
石
丸
忠
義
▽

下
呂
地
域
自
治
会
連
合
会
・
説
田
勝

人
▽
金
山
地
域
自
治
会
連
合
会
・
高

木
直
紀
▽
馬
瀬
地
域
自
治
会
連
合

会
・
下
谷
勝
則
▽
萩
原
町
生
活
学
校
・

吉
村
鋭
子
▽
お
し
ゃ
べ
り
エ
コ
サ
ロ

ン
・
青
木
三
千
代
▽
下
呂
生
活
学
校
・

岩
田
嶺
子
▽
下
呂
婦
人
会
・
谷
口
美

都
子
▽
金
山
町
生
活
学
校
・
中
田
敦

子
▽
金
山
婦
人
会
・
奥
村
敏
子
▽
㈲

益
田
清
掃
社
・
熊
崎
守
男
▽
㈱
マ
テ

リ
ア
ル
東
海
・
丁
明
夫
▽
下
呂
温
泉

旅
館
協
同
組
合
・
山
岸
政
雄
▽
(社)
下

呂
温
泉
観
光
協
会
・
細
江
大
嗣
▽
一

般
公
募
・
市
川
充
也
、
中
澤
克
幸
、

小
原
一
典　
　
　
　
　
　
﹇
敬
称
略
﹈

　
【
健
康
福
祉
環
境
部
環
境
課
】

　

一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
策
定
委
員
会
が
で
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
年
３
月
ま
で
に
策
定
へ

　

花
か
ざ
り
で
ま
ち
の
笑
顔
満
開
！

　
　

  　

萩
原
、
小
坂
地
域
花
か
ざ
り
コ
ン
ク
ー
ル

 

【
萩
原
地
域
】

第
11
回
も
っ
と
素
敵
に
花
か
ざ
り

コ
ン
ク
ー
ル

[

個
人
部
門]

グ
ラ
ン
プ
リ(

３
年
連
続
金
賞
） 　

　

      　

大
坪　

京
市
（
野
上
）

銀
賞　
　

遠
藤　

正
子
（
萩
原
中
）

銀
賞　
　

日
下
部
善
夫
（
西
上
田
）

銅
賞　
　

舩
坂　

卓
次
（
上
上
呂
）

銅
賞　
　

小
池　

芳
子
（
萩
原
上
）   

銅
賞　
　

熊
﨑　

高
子
（
四
美
）

[

団
体
部
門]

金
賞　
　

南
部
高
砂
会
（
山
之
口
）

銀
賞　
　

高　

砂　

会
（
山
之
口
）  

銀
賞　
　

和　

合　

会
（
野
上
）   

銅
賞　
　

大
ヶ
洞
花
か
ざ
り
グ
ル
ー
プ 

銅
賞　
　
　
　
　

寿
会
（
四
美
）   

銅
賞　
　

第
二
喜
楽
会
（
西
上
田
）

 

【
小
坂
地
域
】

第
８
回
小
坂
「
ふ
れ
あ
い
の
町　

花
コ
ン
ク
ー
ル
」

金
賞　
　

門
坂
老
人
ク
ラ
ブ
長
生
会

銀
賞　
　

小
坂
中
学
校
選
択
農
業

銅
賞　
　

大

島

仙

人

公

園

 　

今
年
度
も
萩
原
と
小
坂
地
域
で
地
域
や
家
庭
、
会
社
を
花
で
飾
る

花
か
ざ
り
が
展
開
さ
れ
、
色
あ
い
や
デ
ザ
イ
ン
、
管
理
技
術
を
競
う

コ
ン
ク
ー
ル
が
同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
応
募
作
品
が
審
査
さ
れ
10
月
下
旬
、
表
彰
式

が
あ
り
ま
し
た
。
主
な
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り  <

敬
称
略>

金賞   南部高砂会

グランプリ 大坪さんの花かざり 金賞  門坂老人クラブ長生会
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お
答
え
し
ま
す

  　　
　

「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
見
・
提
案
」に
寄
せ
ら
れ
た

　
　

ご
意
見
ご
提
案
に
対
す
る
回
答

行
政
改
革
大
綱
の
内
容
に
つ
い
て
、
市
民
の
関
心
の
高
い
も
の
、

皆
さ
ん
の
生
活
に
身
近
な
も
の
を
選
び
、
解
説
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
総
務
部
・
行
政
改
革
推
進
室
】

行
政
改
革
大
綱
の
解
説

行
政
改
革
大
綱
の
解
説

行
政
改
革
大
綱
の
解
説

No.4

■
雪
の
ふ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
雪
が
積
も
っ
た
と
き
の
道
路

の
除
雪
の
体
制
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
早
い
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

道
路
の
除
雪
に
あ
た
っ
て
は
、

市
道
は
市
役
所
建
設
課
、
各
振
興

事
務
所
の
基
盤
整
備
課
が
担
当
し

て
い
ま
す
。
ま
た
市
内
の
国
道
41

号
は
、
高
山
国
道
事
務
所
下
呂
維

持
出
張
所
が
、
そ
の
他
の
国
道
や

県
道
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
県
下
呂

建
設
事
務
所
が
担
当
し
て
い
ま

す
。

　

実
際
の
市
道
の
除
雪
作
業
は
、

市
内
の
建
設
業
者
の
皆
さ
ん
に
地

域
を
振
り
分
け
て
お
願
い
し
て
お

り
、
積
雪
の
状
況
や
地
域
か
ら
の

要
請
に
よ
り
除
雪
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

市
街
地
の
道
路
の
除
雪
作
業

は
、
雪
を
捨
て
る
場
所
が
な
い
た

め
、
道
路
沿
い
の
家
の
前
に
雪
が

貯
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
交
通
渋

滞
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

り
、
慎
重
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
融
雪
剤
の

散
布
な
ど
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

除
雪
作
業
の
際
は
、
道
路
沿
い
の

住
民
の
皆
さ
ん
や
通
行
さ
れ
る
皆

さ
ん
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。【
都
市
建
設
部
建
設
課
】

　
■
市
か
ら
融
雪
剤
を
支
給
し
て
も

ら
え
る
と
聞
き
ま
し
た
。
個
人
で

も
い
た
だ
け
ま
す
か
。
ま
た
融
雪

剤
の
有
効
な
使
い
方
は
？

　

市
の
融
雪
剤
は
、
原
則
と
し
て

個
人
に
は
配
布
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

市
道
に
散
布
す
る
融
雪
剤
は
各

地
区
に
配
布
し
て
あ
り
ま
す
。
融

雪
剤
は
凍
結
時
に
散
布
す
る
と
水

と
反
応
し
て
氷
を
溶
か
す
効
果
が

あ
り
、
散
布
量
は
気
温
、
交
通
量

に
よ
っ
て
も
変
化
し
ま
す
が
、
１

平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
40
〜
150
グ

ラ
ム
が
目
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。

降
雪
後
の
日
中
に
散
布
す
る
と
効

果
が
あ
が
り
ま
す
。

　
　
　
　

【
都
市
建
設
部
建
設
課
】

■
合
併
し
て
市
役
所
に
入
り
に
く

い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
職
員
の

中
に
は
、あ
い
さ
つ
を
し
な
い
人
、

市
民
へ
の
対
応
が
良
く
な
い
人
も

い
ま
す
。
観
光
立
市
と
し
て
も
っ

と
接
客
の
対
応
を
学
ぶ
べ
き
で
は

な
い
で
す
か
？

　

あ
い
さ
つ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
す
る

大
切
な
も
の
で
す
。市
役
所
で
は
、

現
在
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
庁
舎
ご
と
に
接

客
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
を
組
織

し
、
基
本
的
な
接
遇
マ
ナ
ー
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
回
、
接
遇
マ
ナ
ー
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
り
ま
し
た
。
行
政
サ

ー
ビ
ス
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
業
に
従

事
す
る
心
構
え
や
あ
い
さ
つ
、
電

話
の
応
対
な
ど
基
本
的
な
接
遇
マ

ナ
ー
を
職
員
に
求
め
る
と
と
も

に
、
研
修
を
行
う
予
定
で
す
。
接

遇
教
育
を
徹
底
し
、「
こ
こ
ろ
」

の
こ
も
っ
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

【
総
務
部
行
政
改
革
推
進
室
】

基
幹
的
制
度
等
の
充
実

　

市
長
が
広
報
10
月
号
で
述
べ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
は
、
行
政
の
役
割
、

民
間
の
役
割
を
明
確
に
し
な
が
ら

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
が
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
行
政
改
革
大

綱
で
は
、
そ
の
よ
う
な
活
動
を
応

援
す
る
仕
組
み
を
求
め
て
い
ま
す
。

①
ま
ち
づ
く
り
条
例
と
市
民
参
画
条
例

　

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加

の
権
利
と
そ
れ
に
伴
う
責
務
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の

意
思
を
政
策
に
反
映
で
き
る
手
段

を
確
立
し
ま
す
。

②
情
報
公
開
と
個
人
情
報
保
護

　

情
報
公
開
を
進
め
る
一
方
、
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
ま
す
。

③
公
文
書
公
開
に
向
け
た

　

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備

　

市
民
が
求
め
る
情
報
が
す
ぐ
見

つ
け
出
せ
る
よ
う
、
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
の
検
討
整
備
を
進
め
ま
す
。

④
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
検
討

　

行
政
全
般
を
対
象
と
し
て
、
市

民
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
処
理
や

行
政
の
監
視
を
行
う
仕
組
み
を
検

討
し
ま
す
。

⑤
外
部
監
査
制
度
の
検
討

　

先
進
市
で
は
既
に
導
入
が
進
ん

で
い
る
公
認
会
計
士
の
よ
う
な
財

政
の
専
門
家
に
よ
る
外
部
監
査
制

度
の
導
入
を
検
討
す
る
と
と
も
に

法
令
順
守
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）

機
能
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

⑥
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
、
た
と
え
ば
道
路
整
備

や
土
地
改
良
事
業
と
い
っ
た
公
共

事
業
や
、
花
火
大
会
な
ど
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
も
効
率
性
経
済
性
の

観
点
か
ら
事
業
実
施
の
有
無
が
検

討
で
き
る
よ
う
な
制
度
を
構
築
し

ま
す
。

⑦
組
織
の
見
直
し

　

将
来
的
に
職
員
数
が
減
少
す
る

な
か
で
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ

ル
が
維
持
で
き
る
よ
う
、
本
庁
、

振
興
事
務
所
、
出
張
所
の
役
割
、

組
織
の
総
合
的
な
見
直
し
を
行
い

ま
す
。
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  市内のジャズ愛好家でつくる「ましたジャズク
ラブ」が10月20日、「第12回ましたチャリティ
ージャズコンサート」を星雲会館で開きました。
　全国を精力的に巡り活躍するジャズミュージシ
ャン黒岩静枝(ｽｰｼﾞｰ）with佐々木慶一トリオが熱
演。テネシーワルツ、上を向いて歩こうなど馴染
みの曲など約10曲を演奏、人間味あふれる黒岩
さんの語り、エネルギッシュな歌声が来場者を魅
了しました。

スージー、市民を魅了

　益田清風高校の商業科２年生 79人が 11 月
15 日から３日間、市内を中心にホテルや美容
院など 49 の事業所で「インターシップ」（職
場体験実習）に臨みました。
　将来、調理師を目指す橋本俊祐君は、父親が
働くホテルの厨房で皿洗いや卵割りなどに挑戦。
橋本君は父の仕事ぶりを見て「オーダーが変
わっても臨機応変に対処し、厳しくて妥協しな
いところがすごい。いつか追い越せるようにな
りたい」と意欲的に取り組んでいました。

「
進
路
に
生
か
し
た
い
」

　
　
　

高
校
生
職
場
体
験

　馬瀬ふるさとまつりが 11月６日、馬瀬振
興事務所周辺で行われ、農産物の販売や各
種団体バザーなどに市民や行楽客が集まり
ました。今年も馬瀬地内の地域対抗長縄跳
びもあって、仮装や「ストップ・ザ・少子化」
の看板を背に縄を飛ぶ女性グループなどで
盛り上がりました。

みんなで盛り上げた
馬瀬ふるさとまつり

金山清流マラソン　　
　　１,１１２人が快走

　第30回ひだ金山清流マラソン大会が10月23
日、金山リバーサイドスタジアムを発着点に開
かれ、県内外の1,112人が健脚を競いました。
　馬瀬川沿いを走る30キロコースから５キロの
ファミリーコースまでの５部門で完走めざして、
爽やかな汗を流しました。

ほうれん草のむき方を教わる橋本君（右）ほうれん草のむき方を教わる橋本君（右）
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ほっトピックス

　「南飛騨富士柿生産グループ」（高橋庫吉代表）

の干し柿加工施設（萩原町野上）で11月上旬、

干し柿づくりが最盛期を迎えました。一般的な

干し柿より大ぶりで味がよい富士柿は下呂市が

産地。高品質な干し柿の加工技術も確立され、

下呂の新しい特産品へと期待に胸を膨らませて

います。　　　◆問合先　高橋さん  ☎54-1029

　第42回小坂町駅伝大会が11月13日、小坂振興事
務所周辺をコースに開かれました。５区間計8.4km
のコースに14チームが出場。
　小坂中３年生男子チーム「チョコレートパフェ」
が、２位に２分以上の差をつけて総合優勝しました。

来場者を楽しませた来場者を楽しませた
ＡＬＴ３人のミニライブ

　下呂市で初の英語スピーチコンテストが11
月４日、星雲会館で開かれ市内の中学１年
から３年生までの９人が学校、家庭など日頃、
感じていることを英語で発表しました。
　審査には市長や英語教諭、ＡＬＴ、国際交
流員ら６人があたり、内容のほか声の発生や
抑揚、手ぶりなどの表現力が審査されました。
審査の間のミニライブではＡＬＴ３人がカン
トリーソングを熱唱し会場を沸かせました。
主な成績　＜敬称略＞
最優秀賞　熊崎奈緒（金山中３年）
優秀賞　　高木梨佐（金山中３年）
　〃　　　中谷翔太郎（萩原北中３年）

表現力豊かだった高木さんのスピーチ表現力豊かだった高木さんのスピーチ

新特産品「富士柿」に期待

伝統の小坂駅伝、中学生制す

「秋満喫」ウォーキングに450人

　紅葉の里山歩きを楽しむツーデーウオーキング
大会が12日には下呂温泉から竹原地域、13日には、
萩原地域を舞台に行われ、県内外から約450人が
深まる秋の里山を楽しみました。

第１回

英語スピーチコンテスト
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問い合わせ先 はぎわら図書館 ☎52-4800 小坂図書室 ☎62-3366  

　　　　　　　　下呂市図書室　 ☎25-2489　　金山図書室 ☎32-2449

 馬瀬図書室　　 ☎47-2111

12 月の絵本の読み聞かせ

12月10日(土) 14：00 ～ (星雲会館３階ロビー )

12月16日(土) 14：00 ～ (下呂中央児童館)

12月24日(土) 10：00 ～ (小坂山村開発センター )

12月 10日から１月５日まで「年末年始地域安全運動」
スローガン

「ゆく年くる年　みんなで守ろう　地域の安全」

  

年
末
年
始
に
お
け
る
犯
罪
・
事
故
等
の
未
然
防
止

と
被
害
の
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、「
年
末
年
始
地

域
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

   

☆
運
動
の
重
点

一
、 

カ
ギ
掛
け　

声
掛
け　

忘
れ
ず
に

　

年
末
年
始
は
、
外
出
す
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。
出
か
け
る

　

と
き
に
は
、「
カ
ギ
掛か

け
」
と
「
声
掛か

け
」
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

　

し
ま
し
ょ
う
。

　

◇  

確
実
に
カ
ギ
を
か
け
る

 　

□
自
動
車
盗
の
被
害
防
止
の
た
め
に

　
　

  

・
短
時
間
で
も
確
実
に
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア
ロ
ッ
ク

　

 

□
空
き
巣
防
止
の
た
め
に

　

     

・
住
宅
の
窓
や
玄
関
扉
に
は
補
助
錠
を

　

◇ 

ご
近
所
で
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
犯
罪
者
が
つ
け
い
る

　
　

ス
キ
を
与
え
な
い

二
、 

ひ
っ
た
く
り
、
車
上
ね
ら
い
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

    

□
ひ
っ
た
く
り
に
狙
わ
れ
な
い
た
め
に

        

・
カ
バ
ン
は
車
道
の
反
対
側
で
し
っ
か
り
持
つ

        

・ 

自
転
車
の
カ
ゴ
に
は
防
犯
カ
バ
ー
を

    

□
車
上
ね
ら
い
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　
　

  

・
座
席
に
貴
重
品
を
置
き
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い　
　
　
　
　
　

　
　

   

・
キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア
ロ
ッ
ク

 　
　

  

・
窓
ガ
ラ
ス
も
完
全
に
閉
め
る

 

三
、 

暴
力
団
を
、
恐
れ
な
い
、
利
用
し
な
い
、
金
を
出
さ
な
い　

        

・
門
松
、
し
め
飾
り
な
ど
の
販
売
を
口
実
に
、
暴
力
団
の
資

　
　
　

金
源
活
動
が
活
発
化
す
る
時
期
で
す
。
勇
気
を
持
っ
て
断
り

　
　
　

ま
し
ょ
う
。

　
　

  

・
暴
力
団
は
も
ち
ろ
ん
、
押
し
売
り
、
い
や
が
ら
せ
な
ど
の

         

迷
惑
行
為
を
地
域
で
連
携
し
、
力
を
合
わ
せ
て
追
放
し
ま

         

し
ょ
う
。

◆おまけのこ　　　            畠中   恵

◆箪笥のなか　　  　　 　長野まゆみ

◆風の盆幻想   　　　　　　内田康夫

◆こどもたちへ　　　         水谷   修

◆ラストレター 　　         　木藤亜矢

◆母への詫び状          　     藤原咲子

◆いのちのリレー  　      川久保美紀

◆その日のまえに                重松  清

◆靖国問題の原点                 三上修平

◆オーロラ旅物語                     田中達也

◆新・生きかた上手         日野原重明

◆愛するということ         小池真理子

◆自閉症の子を持って            武部   隆

◆いちばん大切なこと　ドロシー・ロー・ノルト

◆朔太郎とおだまきの花　   萩原葉子

◆悪党たちは千里を走る      貫井徳郎

◆沼地のある森をぬけて　    梨木香歩

◆食費 1ヶ月 1万円生活      武田真由美

◆阿片王　満州の夜と霧        佐野眞一

◆天国からはじまる物語    ガブリエル・ゼヴィン

◆国売りたもうことなかれ  櫻井よしこ

◆にぎやかな天地　上・下     宮本  輝

◆血液をサラサラにする食事   荒牧麻子

◆誰よりもつよく抱きしめて  新堂冬樹

◆陰陽師 瀧夜叉姫 上・下 　夢枕   獏

◆手のひらに乗る贅沢が好き  中山庸子

◆白洲次郎 占領を背負った男  北康利

◆子どもを叱りたくなったら読む本　 柴田愛子

◆ファッションファッショ　マインド編　山田詠美・ピーコ

主な新着図書

他の新着図書は、各図書室の新着リスト
をご覧ください。

今月の
一冊

『あの日の空の青を』
　　　　　　　　まついのりこ　著

「学ぶということは、本当にやりた
いことをみつけ、それをやり通すこ
とではないか」戦争に反対して捕ら
えられた父の生き方が、作者の人生
を大きく方向付けた。「決して子ども
から生きる歓びの色を奪い取っては
ならない」
作者の切実な願いがほとばしる一冊。
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人

　  ほとけ山の民話が残る

　   仏ヶ尾山

この

　仏ヶ尾山の山頂から眺める御嶽山は、御前山の左稜線上に

あり、御嶽山の右側の山裾は短く見えます。右側から王滝頂

上、剣ヶ峰、摩利支天山、継子岳です。御嶽山の手前に大き

く御前山があり、小秀山、白草山、下呂御前山はその向こう

です。眼下には、桜洞、中呂、東上田の集落が見えます。

　仏ヶ尾山の山頂は、御嶽山、乗鞍岳、白山の三方向が切り

開いてあり、特に東方面は広く切られていて御嶽山は十分堪

能できます。

　川上岳から金山まで続いている山脈は、飛騨（益田）川、

馬瀬川を分け、萩原や下呂と馬瀬の境界にもなっています。

以前から、連坂峠、日和田峠、柿坂峠、深谷峠などがあり東

西の行き来をしていました。萩原の上呂と馬瀬中切を結ぶ連

坂峠の南にある山が仏ヶ尾山です。連坂林道は平成８年度に

完成していますが、工事期間は昭和２３年度からとなってい

て、その歳月の長さがこの峠道を完成させたいという先人の

思い入れを感じます。この峠からのみ御嶽山が見えます。

　仏ヶ尾山の登山道は、野上と連坂峠に登山口があり、癒し

の道「南飛騨森林浴回廊２１」の一つで、登山標識もよく整

備されています。しかし、さすがに飛騨の山で急峻です。は

ぎわら文庫「萩原のむかし話」に「ほとけ山の由来」が紹介

してあります。民話を探り、雪化粧した御嶽山を眺めにぜひ

登ってみてください。   　　　　　 ( 写真・文　酒井ミユキ )

仏ヶ尾山から  (11/1) 

No.7

標高 1,139.4m

　

日
下
部
さ
ん
は
、
５
歳
か
ら
中

学
生
ま
で
の
多
感
な
時
期
を
萩

原
町
古
関
で
過
ご
し
、
東
京
の

美
術
大
学
で
学
ん
だ
後
、
仏
政

府
の
招
き
を
受
け
渡
仏
。
パ
リ

国
立
美
大
で
具
象
画
家
の
第
一

人
者
シ
ャ
プ
ラ
ン
・
ミ
デ
ィ
に

師
事
し
画
技
を
磨
き
、
フ
ラ
ン

ス
美
術
家
協
会
賞
は
じ
め
数
々

の
賞
を
受
賞
。
マ
チ
ス
や
ボ
ナ
ー

ル
な
ど
フ
ラ
ン
ス
の
本
流
を
受

け
継
ぐ
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

日
下
部
さ
ん
の
作
品
は
、
抑

制
さ
れ
た
表
現
の
な
か
に
穏
や

か
さ
、
繊
細
さ
、
温
か
さ
が
内

面
か
ら
に
じ
み
出
る
画
風
で
見

る
者
を
穏
や
か
に
し
て
く
れ
ま

す
。

　

パ
リ
に
40
年
、
日
本
で
の
暮

ら
し
は
東
京
が
中
心
。
帰
国
し

た
時
に
は
母
親
も
好
き
だ
っ
た

萩
原
に
足
を
伸
ば
し
、
馬
瀬
の

清
流
な
ど
心
に
残
る
原
風
景
に

近
い
場
所
を
探
し
て
は
ス
ケ
ッ

チ
し
て
き
た
と
の
こ
と
。

　

パ
リ
と
東
京
を
行
き
来
、
海

外
で
の
生
活
が
増
す
に
つ
れ
、

愛
国
心
も
強
く
な
っ
て
い
っ
た

と
語
る
日
下
部
さ
ん
。
日
本
に

帰
る
た
び
に
、
無
機
質
に
変
わ
っ

て
い
く
日
本
の
風
景
を
憂う
れ

い
悔く
や

し
さ
を
に
じ
ま
せ
ま
す
。

　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
精
神
面

で
自
然
、
街
づ
く
り
な
ど
の
景

観
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
日

本
に
も
す
ば
ら
し
い
伝
統
、
日

本
の
美
が
あ
っ
た
は
ず
な
の
で

す
が
、
ど
こ
か
で
方
向
が
間
違
っ

て
し
ま
っ
た
。
下
呂
に
は
日
本

の
奥
深
さ
が
ま
だ
残
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
か
そ
れ
に
気
づ
き
大

切
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

星雲会館で開かれた第34回萩原町文化祭特別展星雲会館で開かれた第34回萩原町文化祭特別展

  画　家

日下部美
み き ひ と

樹史さん（67歳・萩原町古関出身）
　10 月末、萩原町文化祭の特別展に招かれた、パリを

拠点に活躍する洋画家 日下部美樹史さんを訪ねました。

心
に
い
つ
も
故ふ
る
さ
と郷
の
原
風
景
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暮らしの情報あれこれ

■今月の市税■

☆ 国民健康保険税
　　…………12　月　分
●納期限は、
　  12月26日（月）です。
今年度から下呂市と岐阜県は、県税・市税の徴収強化
策として共同徴収を連携して実施しています。

下呂市役所
　下呂庁舎　　　☎24-2222
　萩原庁舎　　　☎52-2000
　小坂振興事務所　☎62-3111
　金山振興事務所　☎32-2201
　馬瀬振興事務所　☎47-2111
下呂市教育委員会
　（星雲会館内）　☎52-2900
下呂市消防本部　☎25-5119

　12月の時報　　　朝　冬景色　　　昼　たきび・お正月　　　夕　雪の日の思い出

人 

権 

週 

間

　
　
　

12
月
４
日
〜
10
日

 

平
成
17
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

育
て
よ
う 

一
人
一
人
の 

人
権
意
識

〜
思
い
や
り
の
心
・

　

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
〜

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
家
庭
内
や

隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
か
ら
幅
広

い
分
野
の
人
権
相
談
、
人
権
思
想

を
広
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど

「
市
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
」
の
実
現
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

◇
人
権
擁
護
委
員

　

小
林 

茂
明
（
萩
原
町
萩
原
）

　

今
井 

明
美
（
萩
原
町
上
呂
）

　

住　

 

英
明
（
小
坂
町
小
坂
町
）

　

桂
川 

榮
男
（　

森　

）

　

細
江 

晴
子
（
門
和
佐
）

　

細
江 

正
彦
（
焼　

石
）

　

星
屋 

昌
樹
（
金
山
町
大
船
渡
）

　

萼 

富
美
子
（
金
山
町
金
山
）

　

下
谷 

勝
則
（
馬
瀬
数
河
）

特
設
人
権
（
悩
み
ご
と
）
相
談
所

　

人
権
問
題
や
も
め
ご
と
な
ど
で

お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
申
し
込

み
は
不
要
で
す
、
当
日
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
日

■
12
月
１
日
（
木
）
金
山
振
興
事
務
所

　

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

■
12
月
５
日
（
月
）
下
呂
福
祉
会
館

　

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

■
12
月
６
日
（
火
）
萩
原
星
雲
会
館

　

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

問
合
先　

岐
阜
地
方
法
務
局
高
山
支

局(

岐
阜
地
方
裁
判
所
高
山
支
部
内
）

☎
０
５
７
７
・
３
２
・
０
９
１
５

製
造
事
業
所
の
皆
様

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

平
成
17
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け

て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
な

お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
先　

企
画
部
総
合
政
策
課

　

☎
24･

２
２
２
２
（
内
線
２
５
２
）

　南飛騨国際健康保養地構想の一環として、「御嶽少年

自然の家」近くの標高1,700mに整備を進めている『濁河

温泉多目的グラウンド』の愛称を募集します。

　同グラウンドは、全天候400mトラック６レーン、ウ

ッドチップジョギングコース500m、クレイ系舗装イン

フィールド、休憩所、トイレを備えた「日本一標高の高

いグランド」として、平成19年完成の予定です。

　御嶽山の登山口でもある濁河地区は、温泉・森林浴・

高地セラピー、滝のマイナスイオン効果など最適な環境

を備えています。

■募集要領

◇応募方法　はがきにグラウンドの名称、名称理由、

　住所、氏名、年齢、電話番号を記入し応募ください。

◇応募期間　12月10日～平成18年１月10日（当日必着）

◇審査方法　選考委員会により決定します。

　　　　　　※著作権は下呂市に帰属します。

◇発　　表　平成18年２月上旬　市政だよりなどで発表

◇入　　賞　名称採用　１点

◇賞　　品　完成式で記念品を贈呈します

◇応募受付・問合先　

　〒509－2295　下呂市役所下呂庁舎企画部総合政策課

　☎２４・２２２２（内線２５２）

飛騨御嶽高原高地トレーニングエリア飛騨御嶽高原高地トレーニングエリア

濁河温泉多目的グラウンド 愛称募集濁河温泉多目的グラウンド 愛称募集



全
国
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』

　

年
金
に
関
す
る
電
話
相
談
に
つ

い
て
、
全
国
統
一
の
年
金
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
』
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談
用

　

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
年
金
相
談
用

　

☎
０
５
７
０
・
０
７
・
１
１
６
５

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時

　
　
　

（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
）

通
話
料
は
、
市
内
通
話
料
で
ご
利

用
で
き
ま
す
。

問
合
先　

岐
阜
社
会
保
険
事
務
局

高
山
事
務
所

　

☎
０
５
７
７
・
３
２
・
６
１
１
１

市
役
所
市
民
部
市
民
課
年
金
係　

  

　

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
１
４
）

育
成
資
金
の
ご
案
内

　

不
幸
に
し
て
一
家
の
働
き
手

（
父
・
母
）
が
自
動
車
事
故
で
亡

く
な
っ
た
り
、
重
度
の
後
遺
障
害

が
残
っ
た
場
合
、
そ
の
家
庭
の
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
中
学
校
ま
で
の
お
子

さ
ん
を
対
象
に
、
無
利
子
で
育
成

資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
、
扶
養
し
て
い
る
保

護
者
が
所
得
税
や
県
、
市
民
税
が

非
課
税
な
ど
一
定
の
条
件
に
あ
て

は
ま
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

貸
付
金　

一
時
金　

15
万
５
千
円

　
　
　
　

月　

額　

２
万
円

　
　

小
・
中
学
校
入
学
時
支
度
金

　
　
　
　
　
　
　
　

４
万
４
千
円

返
還
方
法　

中
学
校
卒
業
後
、
１

年
を
経
過
し
た
の
ち
20
年
以
内
の

無
理
の
な
い
割
賦
返
済
。
た
だ
し
、

高
校
・
大
学
等
へ
の
進
学
者
は
、

在
学
期
間
中
は
返
還
が
猶
予
さ
れ
、

卒
業
後
６
か
月
を
経
過
し
た
後
返

還
を
始
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
先　

独
立
行
政
法
人
（
国
土
交
通

省
所
管
）
自
動
車
事
故
対
策
機
構
岐
阜
支
所

　

☎
０
５
８
・
２
６
３
・
５
１
２
８

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で

お
困
り
の
方
へ

　

厳
し
い
雇
用
情
勢
を
背
景
と
し

て
、
労
使
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
最
近
は
企
業
組
織
の
再
編

や
人
事
労
務
管
理
の
個
別
化
な
ど

に
伴
い
、
解
雇
や
労
働
条
件
の
引

き
下
げ
、
退
職
勧
奨
な
ど
、
労
働

関
係
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の

個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間

の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
労
働
局
で
は
、
労
使
の
ト

ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
、
迅
速
な
解

決
を
促
進
す
る
た
め
、「
総
合
労

働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」「
都
道
府
県

労
働
局
長
に
よ
る
助
言
・
指
導
」

「
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
仲
介
」

の
３
種
類
の
解
決
援
助
サ
ー
ビ
ス

を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り

の
方
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

岐
阜
労
働
局
企
画
室

☎
０
５
８
・
２
４
５
・
８
１
２
４

平
成
18
年
度

学
芸
員(

嘱
託)

募
集

内
容　

嘱
託
職
員
（
学
芸
員
）
１
名

※
文
化
財
保
護
行
政
の
調
査
研
究
、

お
よ
び
教
育
普
及
活
動
に
従
事

受
験
資
格　

①
昭
和
50
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
卒

以
上
の
者
②
学
芸
員
の
資
格
を
有

す
る
者

採
用
期
間　

平
成
18
年
４
月
１
日

〜
平
成
19
年
３
月
31
日

申
込
方
法　

市
教
委
・
社
会
教
育

課
に
あ
る
申
込
書
類
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

平
成
17
年
12
月
１
日

〜
平
成
18
年
１
月
31
日

申
込
・
問
合
先　

市
教
委
・
社
会

教
育
課　

☎
52
・
２
９
０
０

17

暮らしの情報あれこれ

　合併前の平成１３年４月に着手し、編集作業を

進めてきました「続金山町誌」が完成しました。

　主な内容は、前回の町誌を引き継ぐ形で、昭和

５０年以降の金山町の歴史を、通史編と年表編と

で表しています。ページ数は約７００ページで、

口絵にはカラー写真を取り入れました。また、昭

和５０年に発行した第１作目「金山町誌」の復刻

版も同時に販売します。

　申込先及び価格は次のとおりです。

■価　格　続金山町誌、金山町誌（復刻版）

　　　　　いずれも１冊３，０００円

■申込先　金山振興事務所１階　金山教育室　　

　　　　　☎３２・３８９３

※金山町内の方は、市政だよりと一緒に配布される申

　込書にご記入の上、金山教育室までご提出ください。

　待望の「続金山町誌」、
　「金山町誌（復刻版）」が完成しました。

続金山町誌（左）　金山町誌復刻版（右）
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芝
居
・
コ
ン
サ
ー
ト

　

◇
下
呂
温
泉
合
掌
村　

▼
し
ら
さ
ぎ

座
12
月
公
演
「
藤
ひ
ろ
し
一
座
」
12
月

25
日
ま
で
。
10
時
と
14
時
の
１
日
２
回

公
演
。
問

☎
25
・
２
２
３
９

　

◇
下
呂
市
民
吹
奏
楽
団
演
奏
会　

12

月
３
日
19
時
か
ら
星
雲
会
館
で
。
入

場
料
無
料
。
Ｔ
Ｖ
主
題
歌
や
映
画

音
楽
、
ポ
ッ
プ
ス
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

な
ど
。
萩
原
町
文
化
協
会
主
催
問

☎

０
９
０
・
２
９
３
７
・
１
５
４
９
（
中
嶌
）

　

◇
人
形
劇
「
漫
才
の
星
に
な
る
ん
や
」　

12
月
10
日
14
時
か
ら
星
雲
会
館
で
。
益

田
子
ど
も
劇
場
会
員
対
象
※
年
少
児
以

上
１
人
１
月
８
０
０
円
（
当
日
入
会

で
き
ま
す
）。
問

益
田
子
ど
も
劇
場
☎

52
・
４
０
５
３

　

◇
ふ
る
さ
と
音
楽
会
『
ま
ち
か
ど
コ
ン

サ
ー
ト
』　

12
月
21
日
20
時
か
ら
下
呂
市

民
会
館
ホ
ー
ル
で
。
同
実
行
委
員
会
主

催
問

下
呂
教
育
室
☎
25
・
２
２
５
２

　

◇
第
５
回
ゆ
の
ま
ち
Ｙ
Ｙ
パ
ー
ク
・

ク
リ
ス
マ
ス
・
ラ
イ
ヴ
05　

12
月
24
日

17
時
〜
17
時
30
分
と
19
時
〜
19
時
45
分

の
二
部
制
。
愛
知
県
立
芸
術
大
学
音
楽

学
部
器
楽
科
卒
業
生
で
つ
く
る
グ
ル
ー

プ
「L
a
v
ra
s
s

」（
ラ
ヴ
ラ
ス
）
に
よ
る
金

管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
曲

は
も
ち
ろ
ん
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
ま
で
の
幅
広
い
曲
を
演
奏
す

る
。
雨
天
時
は
19
時
か
ら
旅
館
会
館
３

階
で
。
湯
之
島
発
展
連
絡
協
議
会
な
ど

の
主
催
。

 

冬
の
催
し

　

◇
下
呂
温
泉
花
火
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
冬

公
演　

12
月
３
日
、
10
日
、
17
日
の
毎

週
土
曜
日
20
時
〜
20
時
15
分
。
▼
特
別

公
演　

12
月
24
日
20
時
〜
20
時
30
分
。

下
呂
大
橋
上
流
。
問

市
観
光
課
☎
24
・

２
２
２
２

　

◇L
o
v
e
 a
n
d
 p
e
a
c
e
 C
a
n
d
le
 

　
　

Illu
m
in
a
tio
n
s
 in
 G
e
ro
-O
n
s
e
n

12
月
24
日
20
時
30
分
か
ら
。
平
和
へ
の

使
者
、
世
界
市
民
と
呼
ば
れ
る
チ
ャ

ッ
プ
リ
ン
の
ブ
ロ
ン
ズ
像(

白
鷺
橋)

周
辺
で
、
世
界
平
和
に
祈
り
を
込
め
、

５
千
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
に
点
灯
し
ま

す
。
問

（社）
下
呂
温
泉
観
光
協
会
☎
24
・

１
０
０
０

 

ス
ポ
ー
ツ

　

◇
下
呂
市
剣
道
大
会　

12
月
４
日
９

時
か
ら
下
呂
中
学
校
体
育
館
。
問

中
島

義
彦
☎
52
・
２
０
０
０
内
線
４
１
１

 

式
典

　

◇
下
呂
市
消
防
出
初
式　

１
月
４
日

▼
下
呂
・
下
呂
観
光
会
館
／
１
月
５
日

▼
小
坂
・
小
坂
体
育
館
▼
萩
原
・
萩
原

小
グ
ラ
ウ
ン
ド
▼
金
山
・
金
山
市
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
／
１
月
６
日
▼
馬
瀬
・
馬
瀬

振
興
事
務
所
前
で
。

　

◇
下
呂
市
成
人
式
▼
１
月
７
日
13
時

30
分
〜
▼
小
坂
・
小
坂
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
▼
下
呂
・
下
呂
観
光
会
館
▼
馬

瀬
・
馬
瀬
中
央
公
民
館
／
▼
１
月
８
日

13
時
30
分
〜
▼
萩
原
・
星
雲
会
館
▼
金

山
・
金
山
市
民
会
館　

問

社
会
教
育
課

☎
52
・
２
９
０
０

暮らしの情報あれこれ

世
代
を
こ
え
て
支
え
合
う

み
ん
な
の
国
民
年
金

　

本
格
的
な
少
子
・
高
齢
化
社
会

を
迎
え
る
な
か
、
老
後
の
生
活
の

支
え
と
し
て
、
年
金
を
生
涯
に
わ

た
っ
て
保
障
し
続
け
る
国
民
年

金
制
度
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す

増
し
て
き
て
い
ま
す
。
国
民
年
金

制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
は
社

会
全
体
が
連
携
し
、
国
民
一
人
一

人
が
保
険
料
を
納
め
、
互
い
に
支

え
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

ご
存
じ
で
す
か

「
国
民
年
金
」
の
メ
リ
ッ
ト

　

国
民
年
金
加
入
者
に
は
、
65
歳

か
ら
生
涯
に
わ
た
り
老
齢
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
事
故

や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

は
障
害
基
礎
年
金
が
、
ま
た
加
入

者
が
亡
く
な
り
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
子
が
い
る
妻
ま
た
は
、

そ
の
子
に
対
し
て
遺
族
基
礎
年

金(
子
と
は
18
歳
未
満
等
で
遺
族

厚
生
年
金
と
は
異
な
る
制
度
で

す)

が
支
給
さ
れ
る
な
ど
、
国
民

年
金
は
、
前
も
っ
て
み
ん
な
で
保

険
料
を
出
し
合
い
、
お
互
い
を
支

え
合
う
制
度
な
の
で
す
。

　

年
金
を
自
分
自
身
の
問
題
と

し
て
考
え
、
生
涯
に
わ
た
り
国
民

を
支
え
る
こ
の
仕
組
み
の
重
要

性
を
正
し
く
認
識
し
、
守
り
育
て

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
社
会
の
一

員
と
し
て
、
忘
れ
ず
に
国
民
年
金

を
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

【
市
民
部
市
民
課
】

ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
る

可
能
性
の
あ
る
家
庭
用
品

　

経
済
産
業
省
が
、
調
査
公
表
し

た
資
料
に
よ
る
と
、
一
般
家
庭
で

使
わ
れ
て
い
る
家
庭
用
品
の
一
部

に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
家
庭
用
品
に
ア
ス
ベ

ス
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て

も
、
ご
く
少
数
の
例
外
を
除
き
、

通
常
の
使
用
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
が

環
境
へ
放
出
さ
れ
る
可
能
性
は
無

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

分
解
等
を
す
る
こ
と
に
よ
り
ア
ス

ベ
ス
ト
が
放
出
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
家

庭
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
可
能

性
の
あ
る
家
庭
用
品
を
ゴ
ミ
と
し

て
出
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
製

品
を
分
解
し
た
り
つ
ぶ
し
た
り
し

な
い
よ
う
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
製

品
は
多
種
に
わ
た
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
経
済
産
業
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

経
済
産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
eti.g
o.jp/press/20051

110001/20051110001.htm
l

※
公
表
さ
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
可
能

　

性
の
あ
る
家
庭
用
品

床
材
、
壁
紙
、
シ
ス
テ
ム
バ
ス
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、

浴
室
ユ
ニ
ッ
ト
等
、
水
栓
金
具
、
排
水
栓
、
ガ
ス
用

の
配
管
、
圧
力
調
整
器
等
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
（
ガ
ス
・

石
油
）、
ス
ト
ー
ブ
（
ガ
ス
・
石
油
・
電
気
）、
パ
ネ

ル
ヒ
ー
タ
ー
、
給
湯
・
暖
房
ボ
イ
ラ
、
温
水
機
器
（
給

湯
・
風
呂
・
電
気
温
水
器
）、
ア
イ
ロ
ン
、
オ
ー
ブ
ン

ト
ー
ス
タ
ー
、
ト
ー
ス
タ
ー
、
ロ
ー
ス
タ
ー
、
オ
ー

ブ
ン
レ
ン
ジ
（
電
気
・
ガ
ス
）、
キ
ッ
チ
ン
、
シ
ス
テ

ム
キ
ッ
チ
ン
、
ク
ッ
キ
ン
グ
カ
ッ
タ
ー
、
ジ
ュ
ー
サ

ー
・
ミ
キ
サ
ー
、
黒
板
ふ
き
ク
リ
ー
ナ
ー
、
照
明
器
具
、

ス
タ
ン
ド
、
蛍
光
灯
安
定
器
、
健
康
器
具
（
乗
馬
型

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
い
す
）、
除
湿
乾
燥
機
、

食
器
洗
い
乾
燥
機
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
、
電
気

乾
燥
機
、
掃
除
機
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ー
ナ
ー
、
ソ

ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
蓄
熱
槽
、
電
気
こ
た
つ
、
電
気
あ

ん
か
、
足
温
器
、
コ
ン
ロ
、
電
気
コ
ン
ロ
、
電
気
ポ

ッ
ト
、
冷
蔵
庫
、
ド
リ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
、
電
気
か
ん

な
、
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
ヘ
ア
カ
ー
ラ
ー
、
ミ
シ
ン

用
フ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
、
エ
ア
コ
ン
、
自
転
車

（
ブ
レ
ー
キ
）、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
、
ス
ラ
イ
ド
映
写
機
、
写
真

用
引
伸
機
、
耐
火
書
庫
、
浄
化
槽
、
換
気
扇
、
防
熱
板
、

タ
オ
ル
蒸
し
器
、
電
気
炊
飯
器
、
電
気
鍋
、
火
鉢
用

付
属
石
綿
灰
（
電
気
・
ガ
ス
）、
電
磁
調
理
器
、
暖
房

い
す
、
ト
イ
レ
、
単
相
２
線
３
０
Ａ
ア
ン
プ
、
ガ
ラ

ス
製
魔
法
び
ん
の
中
び
ん

問
合
先　

健
康
福
祉
環
境
部
環
境
課

　
　
　
　
　
　

☎
26
・
５
０
１
１
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暮らしの情報あれこれ

1 2 1 2 月 の 議 会月 の 議 会

　会　　期：１２月   ２日から

　　　　　   １２月１９日まで

　場　　所：下呂庁舎議場　　

　一般質問：１２月５日  ～ １２月７日 　各10時から

詳しくは、新聞折込されるチラシをご覧ください。

問合先　議会事務局　☎２４・２２２２　(内線３０２)

金
山
子
育
て
支
援
拠
点
施
設

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
通
常
開
館
日　

月
〜
金

　

10
時
〜
12
時　

祝
日
は
休
み
。

つ
く
っ
て
遊
ぼ
う〝
花
も
ち
づ
く
り
〞

■
12
月
１
日
（
木
）
〜
９
日
（
金
）

　

行
事
の
詳
細
は「
ひ
な
た
ぼ
っ

こ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
年
末
年
始
の
お
休
み

■
12
月
29
日
（
木
）
〜

　
　
　
　
　
　

１
月
９
日
（
月
）

問
合
先　

金
山
町
子
育
て
サ
ポ
ー
ト   

　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
ほ
ほ
え
み
家
族
」

☎
０
９
０･

２
３
４
６･

２
４
２
２

お
ひ
さ
ま
は
う
す 

12
月
開
館
日

▼
21
日
の
「
親
子
で
遊
ぼ
う
」
は
、

手
遊
び
、
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
、
ゲ
ー

ム
な
ど
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

日にち 開館時間 会　　　　場

９日(金) 10:00 ～ 11:30 東公民館

14日(水) 10:00 ～ 11:30 いきいきセンター

21日(水) 10:00 ～ 11:30 健康館  「親子で遊ぼう」

 (子育て支援課☎52・２９００)

市営住宅入居者募集
～萩原地域～

　　上村団地305号〔上村1669番地〕

　　　　中層耐火4階建　３Ｋ

　　　　住宅使用料　１７，４００円～２８，８００円

　　かしなら団地8号〔桜洞1946番地〕

　　　　木造平屋建　３ＬＤＫ

　　　　住宅使用料　１１，５００円～１９，１００円

～金山地域～

　　井尻団地303号〔金山町金山3175番地1〕

　　　　中層耐火3階建　１ＤＫ（単身用）

　　　　住宅使用料　２１，５００円～３５，０００円　

～馬瀬地域～

　　青木団地1号〔中切705番地１〕

　　　　木造2階建　３ＬＤＫ

　　　　住宅使用料　３７，０００円～４５，０００円

◆入居資格　税金の滞納がない事、住宅に困っている事

◆申込期限　１２月１９日（月）

◆問合先　　都市建設部建設課　☎５２・２０００

 歳末たすけあい募金
　  １２月１日～３１日

陸 ・ 海 ・ 空 自 衛 官 募 集 中 
平成１７年度自衛隊  生徒募集

1　受付期間　平成 18 年 1月 10 日（火）まで

2　資　　格　平成 18 年 4月 1日現在、15 歳以上 17 歳

未満の男子で中学卒業者又は中等教育学

校の前期課程修了者（平成 18 年 3月に中

学卒業又は中等教育学校の前期課程修了

見込みの者を含む。）

3　試　　験

　　（1）試  験  自：平成 18 年 1月 14 日（土）

　　（2）試験会場：航空自衛隊岐阜基地

　　（3）試験科目：国語、社会、数学、理科、英語

　　　　　　　　（各科目択一式マークシート）、作文

　　（4）合格発表：平成 18 年 1月 23 日（月）

4　問合先　自衛隊・岐阜地方連絡部高山出張所

　　高山市花岡町２－５８－２（高山ビル２Ｆ）

　　☎０５７７・３２・３０２８　

　　URL  http://www.wingbb.net/̃takayamaplo/

国立乗鞍青年の家 主催事業

スキー、スノーボードの普及をめざし、高校生以上30歳以下
の青年を対象に開催します。詳しくは、ホームページをご覧く
ださい。

■スキー＆スノーボード 白銀の集い

　日　　時：２月１７日（金）～１９日（日）

　申込期限：１月14日 (土) 必着

　定　　員：１００人  (スキー、スノーボード各50人)

　参加費　：１３,８００円

　　　　　　 (スキー、スノーボード等のレンタル代は別)

〒506-0815　高山市岩井町913  ｢国立乗鞍青年の家・事業課｣
☎ 0577-31-1013　FAX 0577・31・1025　
ホームページ http://www.norikura-seinennoie.jp

御嶽少年自然の家 主催事業

小学生以上の子とその家族で参加できます。参加希望の方は、
イベント名、郵便番号・住所・氏名・年令・電話番号を明記の上、
はがき、ＦＡＸ、またはＥメールでお申し込みください。

■１月スキーのつどい

　日　　時：１月２８日（土）～２９日（日）

　申込期間：12月19日～１月13日まで

　定　　員：１００人 (多数の場合は抽選)

　参加費　：２,０００円 (リフト代別)

〒509-3111　小坂町落合　｢御嶽少年自然の家｣
☎ 62-3655　FAX 62-3659　E ﾒｰﾙ c27216@pref.gifu.lg.jp
ホームページ http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s27216/
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下呂市クリーンセンターからのお知らせ下呂市クリーンセンターからのお知らせ
～年末年始のごみの持ち込みについて～

※例年年末は大変混み合いますので、早めにご利用ください。
　　ゴミ処理に関するお問い合わせ先　　下呂市クリーンセンター　TEL２６・３３９７

※ゴミ収集に関するお問い合わせは、各振興事務所健康福祉課（萩原は健康課　環境衛生担当）まで。

24日（土）

クリーンセンター

平常業務

　 8：30～12：00

　13：00～15：00

完全休業

平常業務開始 平常業務開始 平常業務開始

完全休業 完全休業

午前のみ受付　（～12：00） 午前のみ受付　（9：00～11：30）

平常業務

　 9：00～11：30

平常業務

　13：30～15：30

北部リサイクルセンター 南部リサイクルセンター

25日（日）

2 6日（月）

2 7日（火）
1 2月

1月

2 8日（水）

2 9日（木）

3 0日（金）

3 1日（土）

1日（日）

2日（月）

3日（火）

4日（水）

■温泉施設
◇巌立峡ひめしゃがの湯 (62-3434)　▽通常営業
◇飛騨川温泉しみずの湯 (56-4326)
　▽12/30.31 休み　▽1/1 ～ 1/3.10:30 ～ 20:00 営業
◇美輝の里 (47-2641)　▽12/20.21 休み
◇露天風呂美輝の湯　　▽12/30 ～1/2 休み
◇道の駅南飛騨小坂はなもも (62-1010)　▽通常営業
◇道の温泉駅かれん (32-4855)　▽通常営業　　
◇ゆったり館　　　(33-2492)　▽12/26 ～ 1/1 休み

■農林産物等直売施設
◇朝取横丁　　　(34-2152)　▽12/31 ～ 1/3 休み 
◇さんまぜ工房　(47-2133)　▽12/28 ～ 1/13 休み
　▽1/14 ～２月末まで土日、祝祭日のみ営業
　▽３月～通常営業

■資料館など
◇小坂郷土館　▽12/29 ～ 1/3 休み
◇禅昌寺歴史資料館　▽12/26 ～ 1/9 休み
◇下呂温泉合掌村 (25-2239)　▽12/30 合掌の里のみ
　無料開放。旅芝居は休演　▽12/31 ～ 1/1 休み
　▽1/2 10:00 ～新春鏡開き
◇湯の街ギャラリーさんぽ道 (25-6611)
　▽12/31.1/1 休み
◇湯の街ギャラリー木精　    (25-7655)
　▽12/31.1/1 休み
◇下呂ふるさと歴史記念館    (25-4174)
　▽12/28 ～ 1/4 休み
◇金山郷土館 (32-3893)　▽通常通り

◇加藤素毛記念館 (32-3893)　
　▽1/1 臨時休館（通常毎月 1日、15日開館）
◇馬瀬歴史民俗資料館 (47-2111)　▽12/29 ～ 1/3 休み

■スポーツ施設
◇下呂上ヶ平サンビレッジ (24-1050)
　▽12/28 ～ 1/4 休み　※3/末まで冬季営業時間
　月～土 : 正午～ 21:00.　日 : 正午～ 18:30
◇金山リバーサイドスポーツセンター (32-3300)
　▽12/28 - 1/3 休み

■火葬場
◇浄郷苑　　▽12/31 午後～ 1/2 まで休み
◇小坂斎場　▽12/31 ～ 1/2 休み

■児童館
◇萩原南児童館 　(52-3022)　▽12/29 ～ 1/3 休み
◇萩原北児童館　 (54-1176)　▽12/29 ～ 1/3 休み
◇下呂中央児童館 (25-2082)　▽12/26 ～ 1/4 休み

■図書館
◇はぎわら図書館 (52-2900)　▽12/29 ～ 1/3 休み
◇小坂、下呂、金山図書室　 　▽12/29 ～ 1/3 休み
◇馬瀬図書室　　　　　　　　 ▽年末年始も開館（無休）

■病院
◇金山病院 　　　(32-2121)　▽12/29 ～ 1/3 休み　
◇小坂診療所　　 (62-2212)　▽12/29 ～ 1/3 休み

市関連施設の年末年始の休みについて市関連施設の年末年始の休みについて市関連施設の年末年始の休みについて市関連施設の年末年始の休みについて
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コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
（
ホ

　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
（
ホ

ー
ル
と
体
育
館
の
複
合
施
設
）
が
平

ー
ル
と
体
育
館
の
複
合
施
設
）
が
平

成
21
年
完
成
を
目
途
に
、
現
在
の
下

年
完
成
を
目
途
に
、
現
在
の
下

呂
観
光
会
館
の
位
置
に
計
画
が
進
め

呂
観
光
会
館
の
位
置
に
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
施
設

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
施
設

の
有
効
性
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と

の
有
効
性
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
今
あ
る
下
呂
観
光
会
館
は

　

ま
ず
、
今
あ
る
下
呂
観
光
会
館
は

稼
働
率
も
高
く
、
文
化
・
芸
能
・
音

稼
働
率
も
高
く
、
文
化
・
芸
能
・
音

楽
・
福
祉
と
様
々
な
分
野
で
利
用
さ

楽
・
福
祉
と
様
々
な
分
野
で
利
用
さ

れ
、
市
民
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
な
く

れ
、
市
民
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
施
設
で
す
。
収
容
規

て
は
な
ら
な
い
施
設
で
す
。
収
容
規

模
も
大
き
く
、
来
年
春
の
全
国
植
樹

模
も
大
き
く
、
来
年
春
の
全
国
植
樹

祭
に
お
い
て
は
荒
天
会
場
と
し
て

祭
に
お
い
て
は
荒
天
会
場
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
下
呂
観
光
会
館
は
築

が
下
呂
観
光
会
館
は
築
32
年
が
経
過

年
が
経
過

し
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
老
朽
化
が

し
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
老
朽
化
が

目
立
ち
、
音
響
設
備
、
空
調
設
備
、

目
立
ち
、
音
響
設
備
、
空
調
設
備
、

耐
震
補
強
な
ど
か
な
り
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を
加
え
な

耐
震
補
強
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ど
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な
り
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を
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な

い
と
今
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が
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な
状
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に

い
と
今
後
の
使
用
が
困
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な
状
態
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

　

そ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
は
、
市
民
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

の
は
、
市
民
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
の
施
設
を
ど
う
し
て
い
く

ら
な
い
こ
の
施
設
を
ど
う
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
つ
考
え
ら

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
つ
考
え
ら

れ
る
の
は
、
下
呂
観
光
会
館
を
大

れ
る
の
は
、
下
呂
観
光
会
館
を
大

規
模
改
修
し
て
使
う
と
い
う
方
法
で

規
模
改
修
し
て
使
う
と
い
う
方
法
で

す
。
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
を
新
し
い

す
。
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
を
新
し
い

も
の
に
建
て
替
え
る
と
い
う
方
法
で

も
の
に
建
て
替
え
る
と
い
う
方
法
で

す
。
長
期
的
に
見
て
、
ど
ち
ら
が
下

す
。
長
期
的
に
見
て
、
ど
ち
ら
が
下

呂
市
に
と
っ
て
有
効
な
の
か
よ
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考

呂
市
に
と
っ
て
有
効
な
の
か
よ
く
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
前
者
の
大
規
模
改
修
の
場

　

ま
ず
前
者
の
大
規
模
改
修
の
場

合
、
国
な
ど
の
補
助
が
な
い
た
め
、

合
、
国
な
ど
の
補
助
が
な
い
た
め
、

市
単
独
の
経
費
は
約

市
単
独
の
経
費
は
約
12
億
円
か
か

億
円
か
か

る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対

る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対

し
て
建
て
替
え
た
場
合
、
総
工
費
は

し
て
建
て
替
え
た
場
合
、
総
工
費
は

35
億
円
で
す
が
、
国
の
「
ま
ち
づ
く

億
円
で
す
が
、
国
の
「
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
」
と
い
う
制
度
の
適
用
が

り
交
付
金
」
と
い
う
制
度
の
適
用
が

受
け
ら
れ
、
な
お
か
つ
合
併
特
例
債

受
け
ら
れ
、
な
お
か
つ
合
併
特
例
債

を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

市
単
独
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泉質　ナトリウム・炭酸水素塩・塩化物泉
効能　慢性皮膚病、切り傷、やけど、神経痛、慢性消化器病病など
風呂　男女別内湯、男女別露天風呂、サウナ、打たせ湯、
　　　ジェットバス、薬草湯、スチームバス

巌立峡公園から程近くに湧き出た温泉です。炭酸を多くふくんだ温泉
は、県内の湯飲許可第１号として飲むことができ、特に消化器系の病
気にいいと言われています。

■入浴料　大人平日６００円　土日祝７００円　
　　　　　子ども半額（６歳未満は無料）
■営業時間　午前10時～午後９時（受付終了８時30分）
■休館日間　３・６・９・12月の第１火・水曜日
■下呂市小坂町落合　　☎６２－３４３４　

大浴場大浴場

サウナサウナ
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　「音楽をもっと身近に感じてもらいたい」そんな

思いから始まったのが「まちかどコンサート」と

話すのは、実行委員長の安江公親さん。10月と11

月の第３水曜日夜８時、市役所下呂庁舎前で洋楽

器の演奏やコーラスの歌声が披露され地域の人や

観光客ら約１５０人が寒空の中、コンサートに聞

き入りました、

　これまで年１回「ほっとひと息コンサート」を

計画し、音楽活動を続ける人たちの発表の場とし

てきましたが、「コンサートというと聞く人も演奏

者も構えてしまう。駅前やちょっとした広場で音

楽活動ができて気軽に皆さんと音楽を楽しめたら

いいな」そんな思いが「まちかどコンサート」の

開催につながりました。実行委員会は１２人。と

にかく準備もお金もかけず、気軽に音楽に触れら

れる活動を目指します。

　既に２回の催しで、地域や商店街から「私たち

の地域でもやってほしい」という声が寄せられ「街

のあちこちから音楽が聞こえてくるようになった

らいいですね」と夢も膨らみます。

　安江さん自らは音楽活動とはまったく無縁で、

裏方のボランティア。「音楽を聴いたり、見たりす

ると、心の中が温かくなる。それが音楽の魅力です」

と話します。ふるさと音楽会には、市内外、プロ・

アマ、個人・団体、ジャンルを問わず多くの人た

ちが登録しています。演奏者も聞く人も肩の力を

抜いて、まちかどコンサートに出かけてみません

か!　出演者や運営スタッフも募集中です。

【ふるさと音楽会実行委員会  赤梅尚子 ☎24・2161】

  音楽が聴こえる街に　　下呂ふるさと文化財団

ふるさと音楽会実行委員会

７月に白雲座で開かれた年に１度の
「ほっとひと息コンサート」

気軽に音楽と親しんでもらいたいとまちかどコンサート
　(10/19. 市役所下呂庁舎前駐車場で )

11 月 16 日夜に開かれた「まちかどコンサート」の出演者 ( 後方 ) と

実行委員会の皆さん ( 前列 )。市役所下呂庁舎玄関前で。

　♪ふるさと音楽会 『まちかどコンサート』♪♪ふるさと音楽会 『まちかどコンサート』♪
　　日　時　　１２月２１日 ( 水 ) 午後８時から約 40 分間
　　場　所　　下呂市民会館ホール
　　内　容　　～ クリスマス・スペシャル・プログラム ～
　　　　　　　来春からの出演者を募集中 !

まちかどコンサートに出かけてみま
せんか !

入場無料


